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開
会
に
当
た
り
ま
し
て
、
一
言
ご

挨
拶
並
び
に
、
２
期
目
の
町
政
を
お

預
か
り
い
た
し
ま
し
た
決
意
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

去
る
１
月
31
日
の
紀
美
野
町
長
選

挙
に
お
き
ま
し
て
、
皆
様
の
絶
大
な

ご
支
援
を
頂
き
、
再
選
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、

心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
今
回
の
選
挙
に
当
た
り
、
町

内
52
ケ
所
で
町
民
の
皆
様
と
膝
を
突

き
合
わ
せ
て
懇
談
会
を
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
町
民
の
皆

様
に
２
期
目
に
か
け
る
思
い
を
聞
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

４
年
間
は
、
町
民
の
皆
様
と
お
約
束

い
た
し
ま
し
た
こ
と
に
、
全
力
で
取

り
組
み
、
紀
美
野
町
を
「
活
気
の
あ

る
町
、
夢
の
あ
る
町
」
に
し
て
参
る

決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
来
の
世
界
的
な
不
況

に
よ
り
、
１
０
０
年
に
一
度
と
い
わ

れ
た
経
済
不
況
に
対
し
、
政
府
か
ら

相
次
い
で
経
済
対
策
が
打
ち
出
さ
れ

て
お
り
、
本
町
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
交
付
金
を
活
用
し
、
各
種
事
業

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
程
新
た
に
地
域
活
性
化

･
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
が
交
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
本
町
に
お
き

ま
し
て
は
、
１
億
５
千
万
円
交
付
さ

れ
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
交

付
金
の
趣
旨
は
、
地
元
の
業
者
の
受

注
に
資
す
る
よ
う
な
、き
め
細
か
な
、

小
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
交
付
金

を
活
用
し
、
野
上
中
学
校
プ
ー
ル
改

修
工
事
を
は
じ
め
、
小
中
学
校
の
設

備
整
備
や
、
橋
梁
の
補
強
工
事
を
は

じ
め
、
生
活
道
路
の
整
備
、
あ
る
い

は
公
共
施
設
の
整
備
や
修
繕
と
い
っ

た
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
実
施
す
る
た

め
、
本
定
例
議
会
に
上
程
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
平
成
21
年
度
補
正
予

算
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
を
盛
り
込

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
大

変
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
交
付
金
を
活
用
す
る
な
ど

し
て
町
活
性
化
を
図
っ
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
新
年
度
予
算
で
あ
り
ま
す

が
、
公
約
の
大
き
な
柱
で
あ
り
ま

す
、
小
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

を
４
月
か
ら
中
学
生
ま
で
に
引
き
上

げ
る
と
と
も
に
、
現
在
の
償
還
払
い

の
制
度
を
す
べ
て
委
任
払
い
が
で
き

る
よ
う
に
し
、
保
護
者
の
方
々
の
利

便
性
を
図
る
た
め
の
予
算
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。
農
業
経
営
支
援
事
業

と
し
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
農
機
具

等
の
購
入
支
援
等
を
行
っ
て
参
り
ま

す
。
中
小
企
業
支
援
と
し
て
実
施
し

て
い
る
利
子
補
給
に
つ
い
て
も
上
限

を
0.7
％
ま
で
引
き
上
げ
、
継
続
し
て

参
り
ま
す
。
ま
た
、
懸
案
で
あ
り
ま

し
た
美
里
支
所
近
く
の
国
道
か
ら
文

化
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
り
口
に
当
た
る

町
道
神
野
市
場
福
田
線
の
拡
幅
事
業

に
も
着
手
い
た
し
ま
す
。
先
般
の
臨

時
議
会
で
可
決
い
た
だ
き
ま
し
た
紀

の
海
広
域
ご
み
処
理
施
設
組
合
へ
の

負
担
金
、
ま
た
、
合
併
時
に
導
入
し

た
電
算
シ
ス
テ
ム
が
耐
用
年
度
を
迎

え
、
今
年
度
に
更
新
を
す
る
た
め
の

予
算
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
緊
急
雇
用
創

出
事
業
と
し
て
、
健
康
づ
く
り
緊
急

対
策
事
業
を
は
じ
め
12
の
事
業
を
実

施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と

雇
用
再
生
事
業
と
し
て
、
高
齢
者
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
を
は
じ
め
５
つ

の
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
事
業
に
よ
り
合
わ
せ
て
77
名

の
雇
用
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
（
３
月
５
日
、
議
会
開
会
）

〜
活
気
と
夢
の
あ
る
町
を
め
ざ
し
て
〜

平
成
22
年
度  

当
初
予
算
決
ま
る
!! 

町
長
の
所
信
表
明

町長　寺本光嘉

平成２２年度　予算総額 １０４億９，８３０万円
会　計　別　予　算　額 （単位：万円）

会　   計  　 名　 平成 22年度
当初予算額

平成 21年度
当初予算額

比較増減
金額 率（％）

総　　　　　額 1,04 億 9,830 1,06 億 7,644 △ 1億 7,814 △ 1.7
一　般　会　計 66 億 4,200 69 億 2,535 △ 2億 8,335 △ 4.1
特　別　会　計 37 億   529 35 億 6,688 1 億 3,841 3.9

特
別
会
計

国民健康保険事業特別会計 15 億 1,223 14 億 5,785 5,438 3.7
国民健康保険診療所事業特別会計 1億   590 1 億 1,066 △ 476 △ 4.3
老人保健事業特別会計 58 375 △ 317 △ 84.5
後期高齢者医療特別会計 3億 5,122 3 億 4,806 316 0.9
介護保険事業特別会計 14 億 9,419 14 億   892 8,527 6.1
のかみふれあい公園運営事業特別会計 4,214 5,134 △ 920 △ 17.9
農業集落排水事業特別会計 2,613 2,606 7 0.3
野上簡易水道事業特別会計 4,326 4,358 △ 32 △ 0.7
美里簡易水道事業特別会計 1億 2,964 1 億 1,666 1,298 11.1

企　業　会　計
公営
企業

上水道事業会計
（収益的収支と資本的収支の合計額）

1 億 5,101 1 億 8,421 △ 3,320 △ 18.0
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平
成
22
年
度
の
当
初
予
算
が
第
１

回
定
例
議
会
の
審
議
を
経
て
決
ま
り

ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
一
般
会
計
予
算
は
、

66
億
４
，
２
０
０
万
円
で
、
対
前
年

度
比
２
億
８
，
３
３
５
万
円
減
、
率

に
し
て
4.1
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
に
入
る
お
金
の
う
ち
、
地
方
交

付
税
や
国
・
県
支
出
金
な
ど
の
依

存
財
源
は
51
億
６
，
１
６
２
万
円

で
、
歳
入
全
体
の
77.7
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
活
用
事

業
や
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例

基
金
活
用
事
業
等
に
よ
り
対
前
年
度

比
５
，
８
８
６
万
円
増
の
３
億
９
，

８
９
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
平
成
21

年
度
65
名
か
ら
平
成
22
年
度
69
名
と

４
名
増
の
新
規
雇
用
を
確
保
す
る
予

定
で
す
。
地
方
債
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
第
１
保
育
所
の
建
設
工
事
が

完
了
し
た
こ
と
等
に
よ
り
対
前
年

度
比
３
億
１
，
８
６
０
万
円
減
の

８
億
１
，
８
１
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
町
税
や
使
用
料
な
ど
町
が

独
自
に
確
保
で
き
る
自
主
財
源
は

14
億
８
，
０
３
８
万
円
で
、
歳
入

全
体
の
22.3
％
と
財
源
の
大
半
を
国

や
県
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
景
気

低
迷
等
に
よ
り
町
税
が
対
前
年
度

比
４
，
０
７
６
万
円
減
の
８
億
４
，

１
９
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
所
要
の
一
般
財
源
を
確
保
す
る

た
め
財
政
調
整
基
金
か
ら
対
前
年
度

比
２
，
３
６
０
万
円
増
の
４
億
１
，

４
２
９
万
円
の
繰
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。

　

町
が
使
う
お
金
を
目
的
別
に
み

る
と
、
最
も
多
い
の
が
民
生
費
の

14
億
３
，
９
９
４
万
円
（
21.7
％
）、

次
に
借
入
金
の
返
済
に
あ
て
る
公
債

費
の
13
億
９
，８
２
５
万
円（
21.1
％
）、

衛
生
費
の
９
億
２
，
５
０
６
万
円

（
13.9
％
）
と
続
き
ま
す
。

　

な
お
、
主
要
事
業
を
４
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

□
分
担
金
及
び
負
担
金
ほ
か

　

分
担
金
及
び
負
担
金
、
使
用
料
及

び
手
数
料
、
財
産
収
入
、
寄
附
金
、

繰
入
金
、
繰
越
金
、
諸
収
入

□
地
方
譲
与
税
ほ
か

　

地
方
譲
与
税
、
利
子
割
交
付
金
、

配
当
割
交
付
金
、
株
式
等
譲
渡
所
得

割
交
付
金
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
、
自
動
車

取
得
税
交
付
金
、地
方
特
例
交
付
金
、

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

一
般
会
計
予
算66億

４
，２
０
０
万
円

歳　

入

歳　

出

子ども医療費（新規　中学生）　　　　 ４６２万円
子ども医療費（０歳～小学生）　　　１，５３１万円
　乳幼児等医療費助成を子ども医療費助成と名称を改め、医療費の無
料化を中学生まで拡大。

健康づくり緊急対策事業　　　　　　　７４４万円
　スポーツを活用した健康づくり・地域サロンを活用した健康づくり・
学校など様々な機関と連携した健康づくり・健診の受診率を向上させ
るための取り組みの強化。

町農業経営支援事業補助金（農業機械整備補助を含む）　８００万円
　農業経営を発展的に維持し、農地の改善及び改良を促進し、低コスト・
省力化及び負担の軽減を図るための事業を行なう個人・団体を支援。

地域おこし協力隊事業　　　　　　　　　３４９万円
　意欲ある都市住民（若者等）を『地域おこし協力隊員』として受け入れ、
地域の農林業等への協力活動を実施。

町道神野市場福田線改良事業　　　　３，０００万円
　通学児童や地域住民の通行の安全確保のため、下神野小学校及び文
化センターに至る重要な路線の未整備部分を整備。

※ 　 は新規事業、     は緊急雇用創出事業です。新 緊

新

緊新

新

新

新



2010・4 4

　

紀
美
野
町
福
井
の
県
道
１
８
０
号
沿
い

に
地
元
農
産
物
を
直
売
し
て
い
る
「
生
石

ふ
れ
あ
い
販
売
所
」
が
あ
り
、
そ
の
販
売

所
で
活
動
し
て
い
る
「
生
石
ふ
れ
あ
い
グ

ル
ー
プ
」
が
、
長
年
に
わ
た
る
直
売
活
動

が
認
め
ら
れ
、
県
の
農
山
漁
村
の
女
性
や

高
齢
者
に
新
た
な
起
業
や
社
会
参
画
を
促

し
、
ひ
い
て
は
農
林
水
産
業
の
振
興
と
地

域
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
各

地
域
の
活
性
化
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
貢
献

さ
れ
て
い
る
女
性
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
を

対
象
と
し
た
表
彰
で
、
栄
誉
あ
る
知
事
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

知事から表彰を受ける
会長の今野昭子さん

生
石
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ　

知
事
賞
を
受
賞
!!

主要事業（一般会計） 　 は新規事業、それ以外は継続事業です。
　 緊急雇用創出事業 　  ふるさと雇用再生

土木費

河川改修事業（柴目川･長谷川）
町道長谷国木原線橋梁補強事業
町道神野市場福田線改良事業
町有地維持管理整備事業
道路環境保全事業
町道平中通り2号線改良事業
町道福田松瀬線改良事業
林道毛原下滝ノ川線開設事業
町道東福井牧場線改良事業
町道柴目七山バイパス線改良事業
町道動木志賀野線改良事業
架橋長寿命化修繕計画に伴う架橋点検調査業務委託

3,000万円
3,000万円
3,000万円
173万円
66万円

5,000万円
5,000万円
4,815万円
3,000万円
3,000万円
2,500万円
300万円

新

緊 ふ

商工費
ふれあい公園オープン10周年記念イベント事業
県立自然公園ツアーガイド事業
県立自然公園生石高原すすき草原育成保全整備事業

200万円
231万円
306万円緊

ふ
新

新

消防費

小型動力ポンプ･車購入 650万円

教育費

星の動物園整備事業
みさと天文台施設管理等業務委託事業
文化振興事業
ふれあいマラソン

389万円
268万円
400万円
300万円

「紀美野町美里温泉かじか荘」の指定管理料
電算システム更新事業
参議院議員通常選挙費
和歌山県知事選挙費
国勢調査 
町税台帳整理事業
地籍調査事業
土地開発公社損失補てん金
所得申告国税連携システム改修委託

総務費
2,000万円

1億3,510万円
1,200万円
1,200万円
743万円
168万円

1億1,970万円
1,000万円
872万円

新 緊
新
新
新
新
新

民生費
子ども手当
子ども医療費（新規　中学生）
子ども医療費（0歳～小学生）
ふれあいサロン事業
要援護高齢者見守り事業

9,490万円
462万円

1,531万円
250万円
511万円ふ

ふ

新
新

衛生費
新型インフルエンザ予防接種事業
紀の海広域施設組合運営負担金
野上区域塵埃処理場整備事業
美里区域塵埃処理場整備事業
不法投棄ごみ撤収事業
健康づくり緊急対策事業
小型合併浄化槽設置補助金
妊婦健康診査事業
周産期医療ネットワーク事業負担金
里帰り出産妊婦健康診査助成事業

746万円
2,770万円
2,000万円
1,872万円
132万円
744万円

2,101万円
482万円
14万円
6万円

緊新
緊

新
新
新
新

農林水産業費
町農業経営支援事業補助金(農業機械整備補助を含む)
地域おこし協力隊事業
きみの婚活支援事業補助金
機械化林業推進事業補助金（和海森林組合）
小規模事業者経営改善資金利子補給事業
移住交流・田舎暮らし支援事業
農作物出荷サポート事業
貴志川環境保全事業
耕作放棄地対策事業
里山環境保全事業
基幹農道整備事業（山畑2期地区）
農作物鳥獣害防止対策事業補助金

800万円
349万円
80万円
80万円
76万円
565万円
362万円
644万円
240万円
170万円

5,733万円
316万円

緊
緊

新

新
新
新
新
新

ふ
ふ
緊

新
新
緊
緊

新 緊
新 緊
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子
ど
も
医
療
費
助
成

　
　
　

制
度
の
お
し
ら
せ

子
ど
も
手
当
制
度
が

　
　
　
　
　

始
ま
り
ま
す

　

こ
の
支
援
制
度
は
、
平
成
22
年
１

月
１
日
現
在
紀
美
野
町
の
住
民
で
、

申
請
者
と
世
帯
全
員
の
平
成
21
年
度

の
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
の
方
が

申
請
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ご
自
分
が
対
象
か
ど
う
か
分
ら
な

い
と
き
は
、
役
場
総
務
課
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

〈
そ
の
他
対
象
外
と
な
る
条
件
〉

●
国
か
ら
チ
ュ
ー
ナ
ー
等
を
無
償
で

提
供
を
受
け
て
い
た
り
、
こ
れ

か
ら
受
け
ら
れ
る
世
帯
の
方
は
、

商
品
券
の
交
付
の
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

●
平
成
22
年
１
月
１
日
以
降
に
世
帯

を
分
離
し
、
条
件
に
適
合
す
る
こ

と
に
な
っ
た
世
帯
に
つ
い
て
は
、

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

〈
申
請
に
つ
い
て
〉

①
助
成
内
容

　

住
民
税
が
非
課
税
世
帯
に
対
し
１

度
限
り
で
１
０
，
０
０
０
円
の
「
き

み
の
共
通
商
品
券
」を
交
付
し
ま
す
。

②
申
請
場
所
及
び
時
間

　

申
請
場
所
：
紀
美
野
町
役
場
、
美

里
支
所
、
小
川
出
張
所
、
志
賀
野
出

張
所
、
国
吉
出
張
所
、
毛
原
出
張
所
、

真
国
出
張
所

受
付
時
間
：
平
日
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で

③
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

　

○
認
印

　

○
身
分
証
明
書
（
保
険
証
、
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

お
問
合
せ
：
役
場
総
務
課

　
　

 　
　

℡
４
８
９―

２
４
３
０

　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
乳
幼
児

等
医
療
費
助
成
制
度
が
『
子
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
』に
名
称
が
変
わ
り
、

助
成
対
象
者
が
小
学
６
年
生
か
ら
中

学
３
年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

小
・
中
学
生
に
つ
い
て
は
、
し
ば
ら

く
の
間
受
給
者
証
は
交
付
し
な
い
た

め
、
立
替
払
い
を
し
て
い
た
だ
き
、

払
戻
し
の
申
請
に
お
越
し
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
今
月
配
布
の
回
覧
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課　

医
療
助
成
係

　
　
　
　
　

℡
４
８
９―

５
９
０
３

　

美
里
支
所　

住
民
室

　
　
　
　
　

℡
４
９
５―
３
４
６
４

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
、
現
行
の
児

童
手
当
制
度
に
か
わ
っ
て
子
ど
も
手

当
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
中
学
校
修
了
ま
で
の

児
童
（
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る

方
。

　

手
当
の
額
は
、
該
当
児
童
１
人
に

つ
き
１
万
３
千
円
で
す
。
２
月
３
月

分
の
児
童
手
当
と
、
４
月
５
月
分
の

子
ど
も
手
当
を
あ
わ
せ
て
６
月
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

受
給
者
の
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。

◎
申
請
手
続

　

平
成
22
年
３
月
31
日
時
点
で
、
児

童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
（
新
中

学
１
年
生
含
む
）
に
つ
い
て
は
、
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

新
中
学
２
年
生
３
年
生
の
児
童
が
い

る
方
や
、
所
得
制
限
等
で
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
方
は
申
請
が
必

要
で
す
。

◎
申
請
期
限

　

９
月
30
日
ま
で
に
申
請
さ
れ
る

と
、
４
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
他
の
市
町
村
に
転
出
入
す
る
方

は
、
転
出
予
定
日
の
15
日
以
内
に
申

請
さ
れ
な
い
と
手
当
を
受
給
で
き

な
い
月
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
特
に
ご
注
意
下
さ
い
。

◎
申
請
場
所

紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内　

保
健
福
祉
課

紀
美
野
町
役
場　

美
里
支
所　

住
民

室た
だ
し
、
公
務
員
の
方
は
、
職
場
に

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

★
対
象
児
童
の
い
る
家
庭
に
は
、
４

月
中
旬
頃
に
申
請
書
を
お
送
り
す
る

予
定
で
す
。

　

児
童
が
紀
美
野
町
に
住
民
登
録
を

し
て
い
な
い
場
合
な
ど
で
、
対
象
児

童
が
い
る
の
に
申
請
書
が
届
か
な
い

場
合
は
、
保
健
福
祉
課
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

（
問
い
合
わ
せ
）
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

℡ 
４
８
９―

９
９
６
０

地
域
ふ
れ
あ
い

  

サ
ロ
ン
を
応
援
し
ま
す
。

１
．
サ
ロ
ン
立
ち
上
げ
の
た
め
の
支
援

　

立
ち
上
げ
か
ら
１
年
未
満
の
サ
ロ

ン
に
対
し

　

月
５
，
０
０
０
円
を
上
限
に
材
料

費
等
の
補
助
を
行
い
ま
す
。（
月

２
回
以
上
開
催
の
サ
ロ
ン
）

　

月
３
，
０
０
０
円
を
上
限
に
材
料

費
等
の
補
助
を
行
い
ま
す
。（
月

１
回
開
催
の
サ
ロ
ン
）

２
．
サ
ロ
ン
継
続
の
た
め
の
支
援

　

立
ち
上
げ
か
ら
１
年
以
上
の
サ
ロ

ン
に
対
し

　

１
２
，
０
０
０
円
／
年
上
限
に
材

料
費
等
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

３
．
健
康
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援

　

町
の
栄
養
士
等
が
地
域
に
出
向
い

て
行
う
、
健
康
づ
く
り
料
理
教

室
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
町
が

材
料
費
を
全
額
負
担
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

紀
美
野
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
（
℡ 

４
８
９―

９
９
６
０
）

障害者手帳をお持ちの方へ
下記に該当される方はＮＨＫ放送受信料が免除されます

 全額免除
【障害者の方を世帯
構成員に有する場合】

半額免除
【障害者の方が世帯主の場合】

身体障害者 世帯構成員全員が
市町村民税非課税

・視覚・聴覚障害者
・重度の身体障害者
　身体障害者手帳1級及び2級 

知的障害者 世帯構成員全員が
市町村民税非課税

重度の知的障害者 
　療育手帳A1及びA2

精神障害者 世帯構成員全員が
市町村民税非課税 

重度の精神障害者 
　精神障害者保健福祉手帳1級

【申込先】 保健福祉課：℡ 489-9960　
　　　　 美里支所　住民室：℡ 495-3464
【持参するもの】 印かん・手帳

平成２２年4月より
ゆうちょ銀行・郵便局にお振込ができます !!

※振込の際には「振込用の店番・預金種目・口座番号・
　受取人名」が必要です。
　（郵便局で通帳に印字してもらえます。）

《印字のない方：振込用の店番・口座番号の読み替え方法》

記号 番号

１ ２ ３ ４ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １

店番 口座番号

２ ３ ８ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

通常貯金・通常貯蓄貯金（例）

※店番は「記号」の２～３桁目に８を加えた数字・口座番号は
　「番号」 の下1桁を削除した数字

○詳しいことは、各担当課及び会計課
　　　　　　（℡489‐5906）で確認してください。

　

地
域
で
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く

り
を
目
指
し
、
町
内
に
地
域
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
下
記
の
よ
う
に
地
域
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
の
運
営
を
応
援
し
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
活
用
下
さ
い
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
支
援

（
商
品
券
）の
受
付
を
平
成
22
年

５
月
31
日
ま
で
に
延
長
し
ま
し
た
。
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障がい者巡回相談のお知らせ
　海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所に
よる巡回相談を下記のとおり実施します。
　「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方
がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護者などか
らのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のた
めの必要な援助などを行います。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡し
てください。（家庭訪問も行います。）
　なお、巡回相談日以外でも相談に応じていますので、右記事
業所までご連絡ください。

対　象　者 精神障がいの方・
家族の方

身体障がいや
知的障がいの方・家族の方

月　　　日 ４月　６日（火） ４月２１日（水）

場　　　所
時　　　間

・総合福祉センター
　9 時３０分～正午
・美里支所
　13 時３０分～１６時

・総合福祉センター
　9 時３０分～正午
・美里支所
　13 時３０分～１６時

予　約　先

・野上厚生病院内
　相談支援事業所
　電話 489-2908

・療育センターＡＯＩ（あおい）
　電話　483-0454

・和歌山県福祉事業団　障害児者相談・生活
　サポートセンター「ゆめ」海南事業所　電話 492-0215

子育て支援センター 毎週月曜日／9：00～11：30・14：00～16：30
第１・３・５週の木曜日／9：00～11：30

自然体験世代交流センター 鎌滝６３６（℡４９５－３１２７）
毎月　第２・４週の木曜日／9：30 ～11：30

育児相談
子育て支援センター開放日と同じ日・時で行います。
（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

教室名 日　　時 場　　所
コアラ ４月14日（水）９：３０～１１：３０ 総合福祉センター（はじめましての会）
カンガルー ４月27日（火）９：３０～１１：００ 総合福祉センター
なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

★遊びの教室のご案内〈お申込みは、子育て支援センター℡４８９－２１４４まで〉
※留守の場合は、第一保育所

■場　所：総合福祉センター
　　　　　７日、１４日、２１日、２８日
　　　　　　（いずれも水曜日）
■時　間：午前９時～１１時
■内　容：健康に関することすべて
■対象者：住民すべての方

★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイル
をお持ちの方は、必ず持ってきて下さい。

★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・
骨密度測定もおこないます。

お問い合わせ先：
　　　保健福祉課  TEL ４８９－９９６０

4月の日程健康相談のお知らせ

4 月から第一保育所内へ移転しました。

海南保健所だより
事業名 対象・内容等 日　時

健康相談 健康診断書の作成
一般健康相談

４月１３日（火）１４：００～１６：００
４月２７日（火）１４：００～１６：００

エイズ検査 エイズの各種相談 ４月１３日（火）１４：００～１６：００
４月２７日（火）１４：００～１６：００

検便 ４月１３日（火）１４：００～１６：００
４月２７日（火）１４：００～１６：００

こころの
健康相談

心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科医師が相談に応じます。

※相談日は未定です。お問い合わせ下さい。
※予約制です。

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

４月１３日（火）１５：００～１６：００
４月２７日（火）１５：００～１６：００
※予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　　９：００～１７：００

エイズ即日
検査

検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断
された場合は約２週間後）にお知らせします。

４月２７日（火）１７：００～１９：００
※予約制です。

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

献血のお知らせ

平成２２年４月から国民健康保険の方の

特定健診の検査項目が
増えました !!

特定健診をより充実させ、多くの皆様に
健診を受けていただけるように、町では
特定健診の検査項目を増やしました！
増えた項目は、心電図検査・血液検査（貧
血検査・クレアチニン・尿酸）等です。

対象の方には、受診券を４月上旬に送付
します。詳しくは、そちらをご覧下さい。
健康管理の為、この機会にぜひ、受診さ
れることをお勧めします。

痛風検査

★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

腎機能検査

平成２２年度　巡回住民検診（胸部レントゲン・大腸がん検診）のお知らせ

４月５日（月）
　□１０：００～１２：００
　　　　　　　JAながみね野上支店
　□１３：３０～１６：００
　　　　　野上工業団地（前田鉄工）
５月２日（日）
　□１０：００～１６：００
　　　　和歌山県動物愛護センター

５月１３日（木）・１４日（金）・１７日（月）・１８日（火）・１９日（水）で巡回します。
詳しくは５月に各戸配布物でお知らせします。

お問い合わせは保健福祉課まで（TEL ４８９－９９６０）
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　健康づくりコーナー ≪お問い合わせ・申し込み先≫　
　　　　保健福祉課（総合福祉センター内）
　　　　　　　　　　　　　　℡４８９－９９６０

特定健康診査（国民健康保険）及びがん検診のご案内
～年に一度はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう！！～

【集団健診日程】
　申込みは保健福祉課まで！

日　　　程 場　　所 国保特定健診 胃がん検診 大腸がん検診 肺がん検診 乳がん検診 子宮がん検診

5月 9日（日）：8時～受付 総合福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月6日（日）：8時～受付 長谷毛原診療所 ○ ○ ○ ○ × ×
7月25日（日）：8時～受付 総合福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○
8月8日（日）：8時～受付 美里支所 ○ ○ ○ ○ ○ ○
8月8日（日）：10時受付予定 長谷毛原診療所 × × × × ○ ○
11月7日（日）：8時～受付 総合福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○

【医療機関での特定健診・がん検診のお知らせ】
●下記の医療機関で特定健康診査（国民健康保険の方）・がん検診が受けられます。
※※医療機関で内視鏡での胃がん検診が受けられるようになりました※※

◆胃がん検診は、医療機関によってレントゲンまたは内視鏡のいずれかを選択できます。
　◎はレントゲン・内視鏡、○はレントゲンのみ、●は内視鏡のみ可能な医療機関です。
◇ 乳がん検診は、視触診とマンモグラフィの両方を受けて完了となります。  
　◎は視触診とマンモグラフィが同時に受けられます。
　○は視触診のみですので、別に◎のマンモグラフィの受診が必要です。特定健康診査・がん検診　町内実施医療機関一覧

医療機関名 所在地 電話番号 特定健診 子宮がん検診 ◇乳がん検診 ◆胃がん検診 大腸がん検診 肺がん検診

岩橋医院きみのファミリークリニック 紀美野町下佐々268 489-2150 ○ ○ ○ ○ ○

谷田クリニック 紀美野町小畑668-1 489-6800 ○ ● ○ ○

田伏医院 紀美野町下佐々693-1 489-5500 ○ ○ ◎ ○ ○

にしもと内科クリニック 紀美野町吉野46-2 489-8338 ○ ● ○ ○

野上厚生総合病院 紀美野町小畑198 489-2178 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

みぞばたクリニック 紀美野町動木99-1 489-6100 ○ ○ ● ○ ○

小馬場医院 紀美野町桶下14
495-2012

499-0002
○

国吉診療所 紀美野町田63 498-0002 ○ ◎ ○ ○

長谷毛原診療所 紀美野町毛原宮254 499-0300 ○ ○ ○

■国保特定健診対象者：40-74歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
　（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）
■各がん検診対象者：20歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに500円（40歳以上は無料）。

※健診を希望される方は、医療機関に連絡し予約をとってから受診してください。
※がん検診を受診する際は、保険証（住所確認のため）と健康手帳（お持ちの方）を持参してください。
※医療機関での個別健診（国保特定健診・がん検診）を受けられる場合、事前に医療機関に連絡してから、お受け下さい。
　尚、胃がん検診は朝食を摂られた場合、検査できませんので、ご注意下さい。 

人間ドック・脳ドックの受付を開始します
国民健康保険被保険者のみなさんへ

平成22年度国保人間ドック・脳ドックの受診者を募集します。

対象者 30歳から74歳までの紀美野町国民健康保険の被保険
者で、国保税の滞納のない方（※ドック受診前に国民健
康保険を離脱した方は受診できません。）

受付期間 平成22年4月1日から平成22年12月 28日まで
※ただし、定員になり次第申し込みを締め切ります。ま
た、医療機関の受け入れ状況により受付を締め切る場合
があります。

実施期間 平成22年4月12日から平成23年1月31日

人間ドック
○主な検査項目　内科診察・身体計測・血液検査・検尿・心電図・腹部超音波検査・

肺機能検査・骨密度検査・胃検診・大腸検査 (検便 )・男性は前立
腺がん検査 (血液検査 )・女性は乳がん検査・子宮頸がん検査等

○自己負担額

医療機関
自己負担額

男性 女性
国保野上厚生総合病院 ３，５００円 ４，２００円

日赤和歌山医療センター ４，２３０円

５，１３０円
39歳以下

（乳がん検診触診のみ）
４，６７０円

和歌山市医師会
成人病センター

(和歌山ビッグ愛３階 )
４，０３０円 ４，５７０円

※国保野上厚生総合病院の検査日は、月・水・木（祭日は除く）です。

脳ドック
○主な検査項目　内科診察・身体計測・血液検査・検尿・心電図・　

ＭＲＩ検査・ＭＲＡ検査等

○自己負担額

医療機関 自己負担額
日赤和歌山医療センター ５，７７０円
和歌山市医師会
成人病センター

(和歌山ビッグ愛３階 )
５，２５０円 ◆注意事項◆

人間ドック・脳ドック・特定健康診査のいずれかを年１回受診するこ
とができます。（４０歳以上の方は、特定健診受診券が必要です。）◆申し込み・問い合わせ先◆

　紀美野町保健福祉課（℡４８９－９９６０）
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　　平成２２年度合併浄化槽設置希望者の募集
　平成２２年度の合併浄化槽設置補助金の申し込みを４月から募集しま
す。専用住宅及び小規模な店舗等との併用住宅（基準有り）について合
併浄化槽の設置を予定されている方で、平成２３年3月末までに必ず完
成できる方及び町要綱に準じて施工された方に補助金を交付します。

補助金額 奨励金 合  計

５人槽 332,000円 50,000円 382,000円

６～７人槽 414,000円 50,000円 464,000円

８人槽以上 548,000円 50,000円 598,000円

【受付期間】　 ４月１日～４月３０日   応募者多数の場合抽選
【そ の 他】　・受付期間終了後予定基数に達しない場合は先着順で   

  受付いたします。
・補助金額については、変動する可能性があります。
・詳細については、下記までお問い合わせ下さい。

　　紀美野町男女共同参画検討委員募集
男女共同参画の施策策定にあたって、あなたの意見を反映させませんか

募 集 人 員 ２名

委員の業務 会議等への出席
年3回程度　平日の昼間に開催予定

応 募 資 格 平成22年4月1日現在、20歳以上で町内在住
又は在勤の方

応 募 締 切 平成22年4月15日（木）必着

申 込 方 法 住所、氏名、電話番号、年齢、自己PR、応募の動機
等を記入し、総務課へお申し込みください。

選考と決定 選考を行い、結果は各個人にお知らせします。

そ の 他 個人情報につきましては、他の目的で使用することは
ありません。
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税目等 固定資産税 軽自動車税 住民税
国民健康保険税・
介護保険料

後期高齢者医療
保険料

送付時期 4月15日 5月10日 6月中頃 7月中頃 7月中頃

普
通
徴
収
納
期
限

第1期 4月30日 5月31日 6月30日 8月2日

7月より3月各月末 
（休日等の場合は次の日）

第2期 8月2日 ― 8月31日 9月30日

第3期 12月 27日 ― 11月 1日 11月 30日

第4期 2月28日 ― 1月31日 1月31日

第5期 ― ― ― 3月31日
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平成２２年度の国民年金保険料額と
　　　　　　　　　有利な前納割引制度
　国民年金保険料は、平成２９年度まで毎年引き上げられることになっ
ていて、平成２２年度の保険料は月額１５，１００円となっています。
毎年の保険料は、厚生労働省から毎年４月上旬に送られてくる１年分の
「納付書」によって翌月の末日までに納めます。
　窓口は金融機関（ゆうちょ銀行を含む）またはコンビニエンスストア
となっています。またほとんどの金融機関で口座振替もできます。
　月々の保険料を「口座振替の早割」で１ヵ月早めて納付すると、年間
６００円（月額５０円）の割引になります。
　なお、平成２２年度の一部納付（一部免除）の保険料額は、４分の
３納付で１１，３３０円、半額納付で７，５５０円、４分の１納付で
３，７８０円となっていますが、この前納制度が設けられています。
　口座振替で保険料の納付を希望する方は、市町村役場または年金事務
所にご相談ください。
【お問い合わせ】　住民課年金係　　 ℡４８９－５９０３

美里支所　住民室 ℡４９５－３４６４

【お問い合わせ先】紀美野町役場建設課下水道係
℡ ４８９－５９０４
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陸上自衛隊信太山駐屯地
創立53周年記念行事

日時 平成２２年４月29日（祝）
午前9時～午後3時まで一般開放（入場無料）

場所 陸上自衛隊信太山駐屯地（和泉市伯太町官有地）

お問い合わせ 陸上自衛隊信太山駐屯地広報室（℡0725-41-0090）

《農業者の皆さんへ》
「平成２２年度紀美野町農業経営支援事業」募集のお知らせ

防衛省からのお知らせ
【募集種目】 【受付期間】 【種目の内容】

一般幹部候補生 ４月１日（木）～５月１０日（月）  一般大学等出身者で幹部自衛官を養成する制度

一般曹候補生 ４月１日（木）～５月１０日（月） 陸上・海上・航空自衛隊の各部隊勤務を通じて曹の自衛官を養成する制度

※募集資格等、細部の内容は、下記の募集案内所へお尋ね下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※お問い合せ先　　自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所　　〒６４９－０３１６　和歌山県有田市宮崎町１０６－２
　　　　　　　　　ＴＥＬ ：０７３７－８２－６６３１ ・０７０－６５８９－０３２６　　E-MAIL：recruit1-wakayama@pco.mod.go.jp

平成２２年度和歌山県農作物鳥獣害対策強化事業の募集のお知らせ
   今年も、野生鳥獣による農作物被害防止のための上記事業を実施します。事業実施を希望される方はご応募ください。なお、応募事業内容を審査
し事業予算枠調整等で不採択となる場合がありますのでご了承ください。

◎応募資格：２戸以上の農業者の団体、グループ
◎募集期限：平成22年4月15日 ( 木）まで
◎提出書類：事業計画書・事業予算書・位置図・見積書等
◎提出及び問合せ先：紀美野町　産業課ＴＥＬ４８９－５９０１
　　　　　　　　　　又は　産業建設室TEL４９５－３４６２まで

施設の種類 補助対象経費及び補助率 その他

電気柵、メッシュ
柵、ネット柵、ト
タン柵、その他防
護柵

補助対象経費
防護柵等の設置に要
する資材費１ｍ当り
９００円以内

耐用年数５年
以上を有する
資材等

補助率 県＝1/3、町＝1/3

　この事業は、農業経営の振興を目的として、個人又はグループが平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日に行う下記事業に対し予算の範囲内
で補助金を 交付するものです。なお事業を実施しようとする方は、事業計画書及び見積書等の書類の提出が必要となります。 
　詳細については、役場産業課（TEL 489-5901）または美里支所　産業・建設室（TEL495-3462）へお問い合わせください。

事業の種類 具体的内容 対象者（基準） 補助率 補助限度額 募集期限

水田、果樹園、畑等の耕
作道・水路の新設、改良

道路幅2m・水路幅
24cm以上

園地面積10a以上、2戸
以上のグループ 町1/3以内 1グループあたり50万円

平成22年
9月30日

農地の改良等 基盤（擁壁等含む）区画
整備・フラット化

農園地面積10ａ以上、
2戸以上のグループ 町1/3以内 1グループあたり50万円

果樹、野菜、花き園地の
施設化 パイプハウス等施設化

園地面積1a以上、2戸
以上のグループ（ハウス
内設備は対象外）

町1/3以内 1グループあたり50万円

果樹園、水田、畑地の防
除施設及びかん水施設整
備

防除タンク・かん水チュー
ブ・スプリンクラー 2戸以上のグループ 町1/3以内 1グループあたり50万円

イノシシ捕獲檻の製作、
購入 －－－

わな猟免許取得者１人に
つき5基以内（既に補助
を受けている方は残数と
します。）

町1/3以内 １基あたり2万円

農作物被害防止施設整備
（資材費） 防護柵・電気柵 －－－ 町1/3以内 1ｍあたり300円

高品質生産対策
（マルチ資材費）
JAながみね経由

対象作物：柿、みかん －－－ 町1/10以内 －－－

遊休農地解消対策 遊休農地の解消を行う

遊休農地１a以上を3年
以上借受け及び取得して
生産活動の継続を行う農
業者

1ａあたり５千円 1農家あたり年間15万
円以内（初年度のみ）　

農地集積推進
（賃借料、取得費）

農地を借り受け及び取得
して規模拡大を行う

認定農業者または49歳
以下の農業者 町1/3以内

1人あたり年間10万円
（賃借は補助期間3年、
取得は初年度のみ）

新産品産地化（経費） 新しい産品による産地化
の支援を行う

認定農業者または49歳
以下の農業者が行う産地
化づくり（概ね30a以上）

町1/2以内 １農家あたり年間10万
円（補助期間3年）

農業機械整備（購入費） 農業機械を購入し作業の
効率を上げる

動力式農業機械を購入し
た農業者（トラック・中
古農業機械・修理による
動力機械の取替えは対象
外）

町1/10以内

農業者１戸当り１機のみ
１機10万円以上の動力
式農業機械を購入した費
用に対して10万円まで
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き
み
の
児
童
合
唱
団　

定
期
演
奏
会

第４回

●
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ポ
ン
タ
と
キ
タ
キ
ツ
ネ
」

●
賛
助
出
演

・
海
南
児
童
合
唱
団

・
町
民
コ
ー
ラ
ス
「
リ
リ
ア

ン
コ
ー
ル
・
き
み
の
」

☆
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
☆

　

ご
来
場
の
方
、
先
着
１
０
０
名

様
に
花
苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

図
書
室
臨
時
休
室

の
お
知
ら
せ

　

４
月
19
日
か
ら
中
央
公
民
館
、

文
化
セ
ン
タ
ー
図
書
室
は
、
図
書

情
報
シ
ス
テ
ム
統
合
作
業
の
た
め

両
室
と
も
休
室
し
ま
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
、
両
図
書

室
の
蔵
書
情
報
が
統
一
さ
れ
、
双

方
で
検
索
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

開
館
は
７
月
の
予
定
で
す
。（
詳

細
は
７
月
広
報
に
掲
載
し
ま
す
。）

　

休
室
期
間
中
も
県
立
図
書
館
へ

の
リ
ク
エ
ス
ト
は
受
付
け
ま
す
の

で
、
各
事
務
室
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
下
記
大
成
校
舎
の

図
書
館
も
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

海
南
高
校
大
成
校
舎　

開
放
型
図
書
館

試
行
開
館
中
!!

　

海
南
高
校
大
成
校
舎
で
は
、

校
名
新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
切

り
、
図
書
館
を
地
域
の
皆
さ
ん

に
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

県
立
図
書
館
か
ら
も
絵
本
な

ど
多
数
お
借
り
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
ほ
ん
の
森
」
が
皆
様
の
来

館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
開
放
・
開
館
時
間

○
月
・
水
・
金　

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

○
火
・
木

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
問
合
せ
先

海
南
高
校
大
成
校
舎
事
務
室

電
話
（
４
８
９―

２
０
６
９
）

お願い
図書点検作業
に入ります！

現在図書室で借りている
本は、
４月14日（水）までに
必ず返却してください。

■
き
み
の
児
童
合
唱
団
員
紹
介

〔
中
一
〕

常
田
優
香

西
岡
と
も
み

西 

生
純

上
杉
弥
杏

米
田
紗
菜

〔
小
六
〕

北 

晃
知

松
尾
ち
あ
き

新
出
真
緒

〔
小
四
〕

新
出
千
聖

〔
小
三
〕

山
田
莉
緒

井
川
千
生

調
月
佑
美

笹
尾
茉
央

（
計
13
名
）

　

毎
年
恒
例
の
「
き
み
の
児
童
合

唱
団
定
期
演
奏
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
ぜ
ひ

観
に
来
て
く
だ
さ
い
！

●
曲
目

「
栗
の
実
」「
う
と
て
と
こ
」

「
す
て
き
な
友
達
」　　
　

他

■
４
月
11
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜（

１
時
開
場
）

■
中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

　

お
陰
様
と
い
う
言
葉
を
し
み
じ
み
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
38
年
教
職
員
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、
学
校
現
場
か
ら
教
育
委
員
会
の
14
年
間
、
計
47
年
間
を

教
育
界
一
筋
で
歩
ん
で
来
ま
し
た
。
町
づ
く
り
は
人
づ
く
り
と
い
う
理
念
の
も
と
学
び
の
郷
づ
く

り
を
目
指
し
て
来
ま
し
た
。
学
び
の
郷
、
学
び
舎
、
館
、
広
場
が
い
っ
ぱ
い
、
夢
を
持
ち
続
け
る

こ
と
、
努
力
す
る
限
り
、
あ
き
ら
め
な
い
限
り
夢
は
遠
く
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
ア
ン
デ
ル
セ

ン
の
「
人
は
皆
郷
里
に
密
着
す
る
」
と
い
う
言
葉
の
通
り
紀
美
野
町
で
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
幸
で
あ
り
ま
し
た
。
教
育
界
に
身
を
置
い
た
者
に
と
っ
て
、
多
く
の
人
材
が
育
ち
成
長
し
て

い
る
姿
に
接
す
こ
と
が
出
来
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
き
な
よ
ろ
こ
び
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
高
い
志
を
持
っ
て
町
の
更
な
る
発
展
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
く
よ
う
祈
念
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
お
礼
の
言
葉
と
任
期
満
了
に
伴
う
退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

「
お
礼
の
言
葉
」

岩
橋 

成
充

●
こ
の
度
、岩
橋
成
充
氏
（
69
）
が
任
期
満
了
に
伴
い
、３
月
17
日
を
も
っ
て
教
育
長
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
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放
課
後
子
ど
も
教
室

平
成
21
年
度
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
結
果

’10
春
の
囲
碁
・
将
棋
大
会

【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
中
央
公
民
館

14
日　

お
手
玉
で
あ
そ
ぼ
う

21
日　

お
は
な
し
会

（
野
上
小
へ
出
張
）

28
日　

新
聞
紙
で
折
る
色
々
な

か
ぶ
と

■
文
化
セ
ン
タ
ー

７
日　

お
は
な
し
会

14
日　

草
花
で
自
然
遊
び

21
日　

し
か
け
絵
本
を
作
っ
て

み
よ
う
！

28
日　

こ
い
の
ぼ
り
を
つ
く

ろ
う

小さい子どもの面倒もしっかりみ
るよ。

頑張れ、紀美野！！
ジュニア駅伝の応援旗をつくったよ！

　

３
月
14
日
（
日
）、
ふ
れ
あ

い
公
園
で
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
（
参
加

者
数
128
名
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

結
果
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。（
）
内
は
住
所
と
ス
コ
ア
。

（
敬
称
略
）

【
男
子
の
部
】

優　

勝 

中
西
勤（
海
南
市
99
）

準
優
勝 

木
村
勲（
和
歌
山
市
101
）

３　

位 
中
岡
充
夫（和

歌
山
市
103
）

【
女
子
の
部
】

優　

勝 

植
前
万
里
子

（
紀
の
川
市
110
）

準
優
勝 

楠
根
ツ
ヤ
子

（
岩
出
市
113
）

３　

位 

森
岡
峰
子

（
紀
の
川
市
113
）

■
日
時

４
月
18
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
集
合

（
時
間
厳
守
）

■
場
所

中
央
公
民
館　

２
階
和
室

■
参
加
資
格

プ
ロ
を
除
き
ど
な
た
で
も

■
参
加
費

囲
碁
の
部　

１
，
５
０
０
円

将
棋
の
部　

１
，
０
０
０
円

（
い
ず
れ
も
昼
食
費
含
む
。

当
日
徴
収
）

■
申
込
み

４
月
15
日
（
木
）
ま
で
に

中
央
公
民
館
へ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

■
賞優

勝
、
準
優
勝
、
３
位
、
飛

び
賞
及
び
参
加
賞

■
備
考

囲
碁
は
ハ
ン
デ
ィ
ー
戦
５

回
戦
、
将
棋
は
総
平
手
戦
。

申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
分

か
れ
て
競
技
し
ま
す
。

■
主
催

紀
美
野
町
文
化
協
会
囲
碁

部
・
将
棋
部

万
一
の
事
故
に
備
え
て
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
！

　

い
つ
で
も
誰
で
も
５
人
以

上
の
グ
ル
ー
プ
で
加
入
で
き

ま
す
。

■
掛
金
（
年
額
）

●
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

６
０
０
円

●
大
人　
　

１
，
６
０
０
円

●
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
団
体

（
一
人
）
８
０
０
円

●
文
化
活
動
、
地
域
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
団
体

（
一
人
）
６
０
０
円

■
対
象
と
な
る
事
故

団
体
の
管
理
下
に
お
け
る

団
体
活
動
中
の
事
故
、
通

常
の
経
路
往
復
中
の
事
故

■
保
険
期
間

平
成
22
年
４
月
１
日

（
午
前
０
時
）
か
ら

平
成
23
年
３
月
31
日

（
午
後
12
時
）

■
申
込
み　

随
時
受
付

※
詳
し
く
は
中
央
公
民
館
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

文
化
協
会
の
会
員
を

募
集
中
！

　

町
内
に
在
住
・
在
勤
の
方
で

あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
入
会
で
き

ま
す
。
現
在
、
26
サ
ー
ク
ル
が

加
入
し
て
お
り
、
春
の
作
品
展

示
会
、
芸
能
発
表
会
な
ど
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
楽

し
い
活
動
に
参
加
し
て
友
達
の

輪
を
広
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
年
会
費

（
一
人
）
１
，
０
０
０
円

図
書
室
だ
よ
り

〜
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
〜

【
百
冊
】

田
渕
悠
乃
（
１
歳
）

上
中
咲
弥
（
下
小
２
年
）

竹
内
里
莉
（
下
小
２
年
）

酒
井
那
智 

（
野
小
４
年
）

【
二
百
冊
】

二
川
裕
理
（
第
一
保
）

山
下
莉
央
（
第
一
保
）

【
三
百
冊
】

岡
本
知
絋
（
３
歳
）

新
家
わ
か
ば
（
下
小
３
年
）

山
口
澪
奈
（
野
小
５
年
）

南
裕
弥
（
野
小
６
年
）

山
口
龍
希
（
野
中
１
年
）



2010・4 12

サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

紀
美
野
町
吹
奏
楽
団

　

こ
ん
に
ち
は
、
紀
美
野
町
吹

奏
楽
団
で
す
。
私
た
ち
は
、
出

初
式
や
夏
祭
り
、
文
化
祭
と

い
っ
た
町
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
心

に
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
も
中
学
生
〜
5?

歳
ま
で
と
幅
広
く
、
楽
し
く
、

時
に
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
厳
し
く
練

習
を
し
て
い
ま
す
。
毎
週
、水
・

金
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら
中
央

公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
演
奏
曲
目
も
、
い
か

に
も
吹
奏
楽
と
い
っ
た
硬
い
イ

メ
ー
ジ
の
曲
で
は
な
く
、
ポ
ッ

プ
ス
や
映
画
音
楽
、
時
に
は
演

歌
等
親
し
み
や
す
い
曲
を
中
心

に
練
習
し
て
い
ま
す
。
楽
器
に

興
味
の
あ
る
方
は
、
気
軽
に
見

学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
は
、
梅
雨
前
に
「
ふ
れ

あ
い
公
園
」
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
計
画
中
で
す
。

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
四
十
八

■
名
称　

親
鸞
聖
人
縁
起

■
時
代　

江
戸
時
代

■
所
在
地　

奥
佐
　々

円
照
寺

■
銘第

一　

釈
法
如
（
花
押
）

名（
マ
マ
）

賀
郡
野
上
庄
奥
佐
々

西
ノ
川　

円
照
寺

大
谷
本
願
寺
親
鸞
聖
人
御

縁
起　

願
主　

長
兵
衛

干
時
明
和
四
丁
子

（
マ
マ
）

年

（
一
七
六
七
）
三
月
廿
日

　

奥
佐
々
円
照
寺
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
仏
画「
親
鸞
聖
人
縁
起
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　

親
鸞
と
は
鎌
倉
時
代
、
浄
土

真
宗
を
開
い
た
僧
で
す
。
円
照

寺
は
浄
土
真
宗
西
本
願
寺
派
の

寺
で
、天
保
十
年
（
一
八
三
九
）

に
書
か
れ
た
『
紀
伊
続
風
土

記
』
に
は
親
鸞
上
人
が
書
い
た

と
い
う
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の

書
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
、
親
鸞

上
人
に
ゆ
か
り
の
深
い
寺
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
仏
画
が
納

め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
縦
長
の
絵
を
た

な
び
く
雲
に
よ
っ
て
五
段
に
分

け
、
五
つ
の
場
面
を
描
い
て
い

ま
す
。
親
鸞
上
人
の
一
生
を
描

い
た
「
親
鸞
上
人
絵
伝
」
が

十
三
〜
十
四
世
紀
に
数
多
く

描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
仏
画
も
そ
れ
に
類
す
る
も

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
仏
画
は
江
戸
時
代
の

「
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）」
に

「
長
兵
衛
」
が
作
ら
せ
た
と
裏

側
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
村
人

た
ち
の
親
鸞
上
人
へ
の
思
い
が

現
在
に
伝
わ
る
仏
画
で
す
。

野
上
J
S
C
が

県
大
会
で
準
優
勝
！

　

２
月
13
日
（
土
）・
14
日

（
日
）、「
第
16
回
日
刊
ス
ポ
ー

ツ
杯
関
西
小
学
生
サ
ッ
カ
ー

大
会
和
歌
山
県
大
会
」
が
紀

三
井
寺
競
技
場
で
行
わ
れ
、
見

事
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
末
に
、「
フ

ジ
パ
ン
カ
ッ
プ
関
西
小
学
生

サ
ッ
カ
ー
大
会
」
が
堺
市
で

行
わ
れ
、
出
場
し
ま
し
た
。

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ
（
小
学
４
年

生
以
下
の
チ
ー
ム
）
が
県

３
位
に
！

　

２
月
21
日
（
日
）、「
JA
全
農

杯
チ
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
小
学
生
８

人
制
サ
ッ
カ
ー
大
会
・
和
歌

山
県
大
会
」
が
橋
本
市
で
開

催
さ
れ
、
昨
年
は
12
月
に
海
南

海
草
予
選
で
優
勝
し
た
野
上

J
S
C
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

持
前
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

次
々
と
ゲ
ー
ム
を
進
め
、
見
事

３
位
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
学
４
年
生
以
下
の
チ
ー
ム

で
あ
り
、
上
級
生
に
負
け
な
い

よ
う
に
と
、
一
生
懸
命
に
練
習

を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
更
な
る
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

野
上
少
女
バ
レ
ー

県
大
会
出
場
！

　

２
月
28
日
（
日
）、
下
神
野

小
学
校
体
育
館
で
、
第
21
回
和

歌
山
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

男
女
新
人
大
会
海
南
・
海
草
予

選
が
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
出
場

し
た
、
野
上
少
女
バ
レ
ー
と
美

里
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は
、

第
３
試
合
で
対
戦
し
、
接
戦
の

末
、
野
上
少
女
バ
レ
ー
が
ブ

ロ
ッ
ク
１
位
と
な
り
、
県
大
会

出
場
を
決
め
ま
し
た
。　

　

県
大
会
は
、３
月
14
日
（
日
）

に
湯
浅
町
で
行
わ
れ
、
１
回

戦
で
古
座
ス
ピ
リ
ッ
ツ
と
対

戦
し
善
戦
し
ま
し
た
が
、
惜

し
く
も
敗
退
し
ま
し
た
。

生
石
剣
道
ク
ラ
ブ　

上
中
虹
輝
君
が
優
勝
！

　

２
月
11
日
（
祝
）、
海
南
市

立
総
合
体
育
館
で
、
第
28
回
海

南
支
部
少
年
剣
道
大
会
（
春
日

神
社
杯
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

上
中
君
は
、
小
学
生
３
・
４

年
生
（
男
子
）
の
部
（
総
勢
13

名
）
に
出
場
し
、
見
事
優
勝
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

野
上
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

解
散
の
お
知
ら
せ

　

３
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
し
た
が
、「
野
上
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」
は
３
月
31
日
を
も
っ

て
解
散
し
ま
し
た
。

　

催
し
も
の
は
、
体
育
協
会
等

へ
引
き
つ
ぐ
と
と
も
に
国
体
に

向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
お

こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
使
用
料
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
保
険
の
加
入

は
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、中
央
公
民
館（
生

涯
学
習
課
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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歌
の
小
道

新
聞
の
字
を
追
ふ
ル
ー
ペ
春
の
昼　
　
　
　
　
　

松
山
亜
以
子

犬
ふ
ぐ
り
日
差
し
の
庭
に
探
し
け
り　
　
　
　
　
　

田
代
哲
郎

雛
納
め
し
て
鏡
台
を
元
の
位
置　
　
　
　
　
　
　

小
林
寿
美
子

草
萌
え
て
猪
の
ぬ
た
場
を
隠
し
け
り　
　
　
　
　
　

今
野
昭
子

大
株
の
ま
だ
蕾
な
り
沈
丁
花　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
井
重
信

石
像
の
寝
釈
迦
囲
み
て
牡
丹
の
芽　
　
　
　
　
　

手
拝
な
を
み

時
計
塔
見
上
ぐ
る
母
や
大
試
験　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
哲
夫

春
疾は

や

て風
愛
す
る
者
を
連
れ
去
る
な　
　
　
　
　
　

湯
上
ひ
と
み

弟
の
よ
ち
よ
ち
歩
き
雛
の
部
屋　
　
　
　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

放
し
飼
い
の
馬
は
馴
れ
い
て
ク
ロ
ー
バ
の

　
　
　

葉
を
差
し
出
せ
ば
う
ま
そ
う
に
食
う　
　
　

吉
村
邦
彦

菜
の
花
の
み
ど
り
鮮あ
た

ら
し
夜
の
卓
に

　
　
　

辛
子
酢
味
噌
の
ほ
ろ
苦
き
も
よ　
　
　
　

角
谷
と
し
み

雨
降
れ
ば
野
菜
色
々
の
苗
く
る
る

　
　
　

隣
の
主
婦
は
い
つ
も
明
る
い　
　
　
　
　
　

黒
西
葉
子

訳
も
な
く
淋
し
さ
つ
の
り
声
に
出
し

　
　
　

哭な

き
た
い
よ
う
な
午
後
の
一
人
居　
　
　
　

河
野
昭
子

幼
時
に
震
災
に
あ
い
頑
張
り
て

　
　
　

今
や
成
人
未
来
に
幸
あ
れ　
　
　
　
　
　

中
道
と
し
み

や
わ
ら
か
な
明
る
い
光
に
包
ま
れ
て

　
　
　

野
上
の
町
に
も
春
は
来
た
れ
り　
　
　
　
　

椎
山
初
子

騒
音
な
き
朝
の
ひ
と
と
き
啼な

き
交
す

　
　
　

う
ぐ
い
す
の
音
に
惚ほ

れ
惚ぼ

れ
と
立
つ　

滝
垣
内
嘉
代
子

空
色
の
カ
ー
テ
ン
泳
ぐ
日
曜
日

　
　
　

た
だ
窓
の
外
を
眺
め
て
お
り
ぬ　
　
　
　
　

梶
谷
知
子

天文台だより 学校だより

　今回の天文教室
は、友の会とタイ
アップ。『円周率を
求める講座』を行い
ます。「ん？円周率っ
て、3.14 とかってや
つですか？どうやっ
て計算するんだっ
け？」ちなみに、パソコンの性能を計る
のに百万桁計算したりするそうです（最
近のだと 10 秒ちょっとで完了するとか）。
新年度でパソコンを購入された方も多い
のではないでしょうか？この際、本来の
計算機としての性能をちょっと体験して
みませんか？算数や数学が得意じゃなく
ても大丈夫です。
　さて、会員番号として自分の星がもら
える友の会ですが、メールニュースも始
まり、ますます活発に活動しています。
昨年はかき氷にも挑戦しましたが、今年
はコンサートや ICT 合宿講座など多彩に
企画中です。天文台は星を見るだけの場
所ではありません。天文をきっかけに、
どんどん自分を輝かせてください。

「3.14159265358... もっと友の会」
主任研究員　豊増伸治

　２月 15 日（月）、第一保育所と第二保育
所からかわいい園児 41 名が野上小学校へ
来て、１年生と交流会をもちました。
　あいさつのあと、１年生全員が歌や合奏
でお迎えしました。そして、園児と１年生
が手をつないで校内探検に出かけました。
「ここが職員室だよ。」また、「けがをした
ときは、ここに来るんだよ。」と言って保
健室を紹介していました。もう、りっぱな
お兄ちゃん、お姉ちゃんです。１年経つと
こんなにも成長したのかと感心しました。
そのあと、「ぶんぶんゴマ」をいっしょに
作りました。１年生は、色のぬるところや
作り方などをていねいに教えてあげていま
した。さっそく、作ったぶんぶんゴマを使っ
て楽しく遊びました。入学まであとわずか
です。在校生・職員一同、心からご入学を
お待ちしています。

「いっしょにあそぼうね　新入児体験入学」
紀美野町立野上小学校

レオくんは、今年もそれぞ
れの宇宙を目指します！

☆４月の天文教室☆
『円周率を求める講座』

●４月１１日（日）　午後２時～
●みさと天文台

「ぶんぶんゴマ」作りの様子
上手に作れたよ！
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火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

消
え
る
ま
で　

ゆ
っ
く
り
火
の
元　

に
ら
め
っ
子

２月の消防の動き
●火災発生件数…１件（車両）
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 28（１） （　） 28（１）
一 般 負 傷 ６（　） （　） ６（　）
交 通 事 故 （　） （　） 　（　）
そ の 他 10（　） （　） 10（　）
合 計 44（１） （　） 44（１）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

平
成
22
年
５
月
２
日
（
日
）

講
習
内
容

（
１
）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

（
２
）
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

（
３
）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関

す
る
こ
と

講
習
時
間

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

の
３
時
間
講
習
で
す
。

地
震
発
生
！
そ
の
時
あ
な
た

は
ど
う
す
る
？

　

平
成
７
年
１
月
17
日
に
阪

神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
て

か
ら
丸
15
年
が
経
ち
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
多
く
の
尊
い
人
命

を
奪
っ
た
大
惨
事
か
ら
学
ん
だ

こ
と
を
、
今
後
の
災
害
対
策
に

生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

防
災
の
基
本
は
「
自
分
の
身

の
安
全
と
財
産
は
自
分
で
守

る
」
こ
と
で
す
。
い
ざ
と
い
う

時
に
備
え
、
避
難
経
路
の
確
認

や
家
屋
の
点
検
、
非
常
持
ち
出

し
品
を
確
認
し
、
家
族
で
も
う

一
度
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

必
ず
や
っ
て
く
る
東
南
海
・

南
海
地
震
に
備
え
よ
う
！

＜

地
震
が
起
き
た
時
の

心
得
10
か
条＞

１
．
ま
ず
、
わ
が
身
の
安
全
を

　

わ
が
身
の
安
全
を
守
る
た

め
、
丈
夫
な
テ
ー
ブ
ル
や
机
な

ど
の
下
に
身
を
隠
し
て
、
し
ば

ら
く
様
子
を
み
ま
し
ょ
う
。

２
．
す
ば
や
く
火
の
始
末

　

過
去
の
例
か
ら
大
地
震
で
怖

い
の
は
火
災
で
す
。
地
震
を
感

じ
た
ら
す
ば
や
く
火
の
始
末
を

し
ま
し
ょ
う
。

３
．
火
が
出
た
ら
ま
ず
消
火

　

万
一
出
火
し
た
場
合
に
は
、

初
期
の
う
ち
に
火
を
消
す
こ
と

が
大
切
で
す
。
大
声
で
隣
近
所

に
声
を
か
け
あ
い
、
皆
で
協
力

し
て
消
火
に
つ
と
め
ま
し
ょ

う
。

４
．
あ
わ
て
て
戸
外
に
飛
び
出

さ
な
い

　

ど
ん
な
に
大
き
な
地
震
で

も
、
大
揺
れ
は
１
分
程
度
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
わ
て
て
外

に
飛
び
出
す
と
、
落
下
物
な
ど

に
よ
り
負
傷
す
る
危
険
性
が
あ

る
の
で
、
周
囲
の
状
況
を
よ
く

確
か
め
て
落
ち
つ
い
て
行
動
し

ま
し
ょ
う
。

５
．
狭
い
路
地
、
塀
ぎ
わ
、
崖

や
川
べ
り
に
は
近
づ
か
な
い

　

狭
い
路
地
、
塀
ぎ
わ
、
崖

の
上
や
崖
下
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
そ
ば
な
ど
、
危
険
な
場
所

に
い
る
と
き
は
急
い
で
離
れ

ま
し
ょ
う
。

６
．
山
崩
れ
、
崖
崩
れ
、
津
波
、

浸
水
に
注
意

　

山
ぎ
わ
や
急
傾
斜
地
は
、
山

崩
れ
や
崖
崩
れ
が
起
こ
り
や
す

く
、
海
岸
地
帯
で
は
津
波
、
低

地
で
は
浸
水
の
お
そ
れ
が
あ
る

の
で
、
す
ば
や
く
安
全
な
場
所

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

７
．
避
難
は
徒
歩
で
、
荷
物
は

最
小
限
に

　

津
波
や
大
火
災
で
避
難
を
行

う
と
き
は
、
消
火
、
救
急
救
護

活
動
な
ど
の
障
害
と
な
る
の
で

自
動
車
は
絶
対
に
使
わ
ず
、
必

ず
徒
歩
で
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

荷
物
は
最
小
限
に
と
ど
め
、
背

負
う
な
ど
し
て
両
手
を
あ
け
、

身
軽
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

８
．
協
力
し
あ
っ
て
応
急
救
護

　

た
く
さ
ん
の
負
傷
者
が
出
る

と
救
急
の
手
が
回
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。協
力
し
あ
っ
て
、

応
急
救
護
を
し
ま
し
ょ
う
。

９
．
正
し
い
情
報
を
聞
く

　

デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
正
し
い
情
報
を
入

手
し
、
役
場
、
消
防
署
、
警
察

署
な
ど
の
指
示
に
従
っ
て
冷
静

な
行
動
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

10
．
秩
序
を
守
り
、
衛
生
に
注
意

　

身
勝
手
な
行
動
を
と
ら
ず
、

秩
序
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
伝
染

病
な
ど
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
の
で
衛
生
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

講
習
場
所

紀
美
野
町
消
防
本
部

受
講
料　

無　

料

申
し
込
み
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の

前
月
の
20
日
ま
で

申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警

防
課
ま
で

（
℡ 

４
８
９―

６
３
０
２
）

そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め

て
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団

体
で
の
申
し
込
み
は
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
又
、

現
在
修
了
証
を
お
持
ち
の

方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら

今
年
中
に
２
年
を
迎
え
る

方
は
、
再
講
習
を
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。
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日　　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（電話番号）
５日（月）11:00 ～ 犬ねこの譲渡講習会【１１日（日）・２５日（日）】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
６日（火） 町内保育所入所の集い 各保育所 保健福祉課 489-9960

７日（水） 移動町長室【23日（金）】 美里支所 総務課
美里支所 住民室

489-5912
495-3471

８日（木） 町内中学校入学式 各中学校 総務学事課 489-5910
９日（金） 町内小学校入学式 各小学校 総務学事課 489-5910

11日（日）
〃　　

13:30 ～
14:00 ～

児童合唱団定期演奏会
天文教室

中央公民館
みさと天文台

生涯学習課
みさと天文台 

489-5915
498-0305

17日（土）13:30 ～ 児童館料理教室 中央公民館 青少年センター 489-5910
18日（日） ９:30 ～ 春の囲碁・将棋大会 中央公民館 生涯学習課 489-5915

21日（水）13:00 ～ 行政相談【～１５：００】 中央公民館・美里支所 総務課 
美里支所 住民室

489-5912
489-3471

29日（祝）11:00 ～ 生石高原山開き 生石高原 産業課 489-5901

４月

紀美野町の人口

（平成22年２月末現在）
紀美野町面積128.31km2

総人口………… 10,998人
 　男　………… 5,130人
 　女　………… 5,868人
 世帯数………… 4,641世帯

　４月、町内の山々では桜の花が咲き誇り、一年で一
番美しい季節を迎えました。この時期、入学（園）、
入社と新しいスタートをきられる方も多いことと思い
ます。心新たにがんばってください。桜の花も応援し
てくれていますよ。
　また、町の新年度予算も決まり、いろいろな事業が
スタートします。
　今後ともよろしくお願いします。

編 集 後 記

春の全国交通安全運動
期間：４月６日（火）～１５日（木）

◆運動の重点
・全ての座席のシートベルトとチャイルド
シートの正しい着用の徹底

・自転車の安全利用の推進
・飲酒運転の根絶

まだまだと　気持ちとちがう　身の動き
（平成22年度交通安全年間スローガン シニアの部最優秀作）

出生・死亡・死産・婚姻・離婚の
届出をされる方にお願い

　厚生労働省では毎年人口動態調査を実施しています。この調査
は皆さんからの出生・死亡・死産・婚姻及び離婚の各届書をもとに、
出生や死亡の状況などを調べるものですが、国勢調査の行われる
年には、人口動態職業・産業調査を実施し、届書に職業の記入も
お願いすることとしております。なお、死亡届には、併せて産業
の記入もお願いしております。
　調査結果は、今後の厚生労働行政の基礎資料として活用いたし
ます。
　本年は国勢調査の年であることから、届出をされる方々にはご
迷惑をおかけしますが、ご協力くださるようお願いいたします。
　届出をする市区町村役場の窓口に「出生・死亡・死産・婚姻・
離婚の届出をされる方にお願い（職業・産業例示表）」を置いて
いますので、参考の上、記入をお願いいたします。

調査期間 平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までの１年間

調査
対象者 出生・死亡・死産・婚姻及び離婚の届出をされる方々

調査方法

各届出をされるときに、それぞれ職業を記入していただきます。
【例】教師・看護師⇒専門・技術職
        一般事務員⇒事務職
        小売店主・販売店員⇒販売職
　　  美容師・飲食店主・ホームヘルパー⇒サービス職

※死亡届には、農業・建設業・不動産業といった産業も併せて記入して
いただくことになります。

お問い
合わせ

住民課受付係　℡４８９－５９２０
美里支所 住民室　℡４９５－３４６３

従業員（給与所得者）の町県民税は、
事業者（給与支払者）が毎月徴収し、
市町村に納付しなければなりません。
　従業員（給与所得者）の町県民税は、事業者（給
与支払者）が、給与を支払う時に、天引きし、市町
村に納めることになっています。これを特別徴収と
いいます。（地方税法第３２１条の３）従業員の所
得税は給与から源泉徴収しているけれど町県民税は
特別徴収していないということはありませんか。
　詳しくは、税務課町県民税係までお問い合わせく
ださい。

役場本庁　税務課　
℡４８９－５９０５
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平
成
20
年
２
月
に
、
テ
レ
ビ

共
聴
組
合
長
と
テ
レ
ビ
難
視
聴

地
区
代
表
者
の
方
々
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
紀
美
野
町
テ
レ

ビ
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
協
議

会
を
発
足
し
、
多
面
に
わ
た
り

ご
協
議
い
た
だ
き
、
平
成
21
年

３
月
よ
り
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
聴

対
策
（
ギ
ャ
ッ
プ
フ
ィ
ラ
ー
）

工
事
が
、
地
権
者
の
皆
様
、
町

民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
の
お

陰
を
も
ち
ま
し
て
こ
の
度
完
成

し
、
３
月
31
日
か
ら
本
放
送
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
フ
ィ
ラ
ー

は
、
１
基
に
よ
り
で
き
る
限
り

広
い
範
囲
を
カ
バ
ー
で
き
る
よ

う
設
置
効
率
を
優
先
し
、
小
型

の
電
波
送
受
信
基
地
局
を
町

内
に
60
箇
所
建
設
し
て
無
線
リ

レ
ー
に
よ
り
電
波
を
配
信
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
理
的
原
因
等
か

ら
無
線
に
よ
る
配
信
が
困
難
な

地
域
に
お
き
ま
し
て
は
、
有
線

施
設
に
よ
り
テ
レ
ビ
放
送
波
を

ご
家
庭
に
お
届
け
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
解
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
庭
に
お
い
て
受

信
対
策
（
ア
ン
テ
ナ
工
事
）
を

行
う
場
合
は
、
お
近
く
の
電
器

店
に
相
談
す
る
等
慎
重
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て

は
、
紀
美
野
町
役
場
総
務
課
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
担
当
（
℡ 

４
８
９―

２
４
３
０
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
便

乗
し
た
架
空
請
求
な
ど
の
悪

質
商
法
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信

に
関
し
て
、
疑
わ
し
い
工
事
の

勧
誘
を
受
け
た
場
合
や
身
に
覚

え
の
な
い
工
事
代
金
の
請
求
を

受
け
た
場
合
な
ど
、
不
審
な
点

が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
支
払
わ
ず
、

近
畿
総
合
通
信
局
や
和
歌
山
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

近
畿
総
合
通
信
局
放
送
課

℡
０
６―

６
９
４
２―

０
８
２
０

和
歌
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

℡
０
７
３―

４
３
３―

１
５
５
１

2011年 7月 24日までに地上テレビ放送は完全に
デジタル放送に移行し、アナログ放送は終了します。

悪
質
商
法
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
!!

役場本庁に設置された受信アンテナ
（上）と送信アンテナ（下）

～ ３月３１日から本放送を開始しました。 ～

紀美野町テレビ地上デジタル放送
　難視聴対策（ギャップフィラー）
　　　　　　　　　工事が完成!!

紀美野町テレビ地上デジタル放送
　難視聴対策（ギャップフィラー）
　　　　　　　　　工事が完成!!

　

２
月
27
日
（
土
）、
下
佐
々

地
区
の
第
２
回
健
康
大
学

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
〜
中
学

校
の
生
徒
と
一
緒
に
歩
き
ま

し
ょ
う
〜
」
が
町
立
武
道
館
で

開
か
れ
、
野
上
中
学
校
の
生
徒

や
地
区
住
民
合
わ
せ
て
約
100
人

が
参
加
し
ま
し
た
。受
講
者
は
、

講
師
の
同
中
学
校
の
山
下
育
作

教
頭
先
生
か
ら
「
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
効
能
や
カ
ロ
リ
ー
消
費

な
ど
に
つ
い
て
」
の
講
義
を
受

け
た
後
、
中
学
校
周
辺
の
３

コ
ー
ス
（
1.5
ｋ
ｍ
〜
2.8
ｋ
ｍ
）

で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

武
道
館
横
の
フ
ェ
ン
ス
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
が
掲
示

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

健
康
大
学
は
、
町
民
の
皆
様

に
脳
卒
中
予
防
や
転
ば
な
い
体

づ
く
り
な
ど
、
生
活
の
中
で
気

を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
内
容
を

学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
下
佐
々

地
区
な
ど
３
地
区
で
計
11
回
開

か
れ
ま
し
た
。

　

２
月
28
日
（
日
）、
農
村
総
合

セ
ン
タ
ー
に
て
、
平
成
21
年
度
の

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
主
要
大
会
の
上
位

入
賞
が
参
加
資
格
（
参
加
者
数
84

名
）
と
な
る
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。（
）

内
は
住
所
と
ス
コ
ア
。（
敬
称
略
）

【
男
子
の
部
】

優　

勝 

南
條
俊
樹
（
毛
原
宮
91
）

準
優
勝 

吉
田
穎
弘
（
毛
原
中
94
）

３　

位 

横
山
勝
明（
和
歌
山
市
95
）

【
女
子
の
部
】

優　

勝 

田
伏
カ
ヅ
ヨ（
下
佐
々
107
）

準
優
勝 

西
川
ユ
ミ
（
動
木
108
）

３　

位 

橘
本
陽
子
（
毛
原
宮
110
）

平
成
21
年
度
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
結
果

い
つ
ま
で
も
健
康
で
!!

い
つ
ま
で
も
健
康
で
!!

健
康
大
学
開
か
れ
る


